
1 平成30年 6月 アンケート実施

2 平成30年 9月19日 第１回地域課題会議の開催

3 平成30年10月24日 第２回地域課題会議の開催

4 平成30年10月25日 事業申請

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい

暮らしを続けることができるようアンケート

を実施し、その回答をもとに地域課題会

議を開催しました。

地域のまとまりもあり、
近所同士顔見知りで絆
も強い。

自然環境が豊かで、近
くに病院や福祉施設も
あり、公民館も活用さ
れている。

若い人が少なく、高齢
化が進み、自治会活動
のなり手不足が心配さ
れる。

近所で誘い合って行事
に出ていくようにして、
地域の繋がりを大切に
したいね！

自分自身の健康に気を付
けて、ウォーキングや体
操教室等に積極的に参加
したいね！参加者：59人

参加者：48人
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団塊の世代が後期高齢者（75歳以上）となる2025年を

間近に控えて、対象者（昭和16年から27年生まれの方）

のみに実態把握と意見を聞くものとした。

※回収率96.0%、557名の回答を得た。

国道8号

庄川

射水市民病院

カラオケやダーツ等の活動は、各公民館等の

集まりやすい場所に出向いて開催している。 健康だよりの発行（毎月）

近くにお店がなく、車の
運転ができなくなると買
い物に不便だ。

塩分摂取量の実態調査

調査結果は、対象者にお知ら

せし、減塩の大切さやどう減塩

していくかを考えてもらう。

つかはら

場 所：塚原コミュニティセンター

ダーツ体験会

スポーツ吹き矢

カラオケ

運動習慣の定着

・高齢者の交流機会が少なく、特に男性は家に引きこ
もりがちである。

・コロナ禍のため、外出自粛など楽しみのない生活を
強いられている。

・加齢に伴い筋力不足（サルコペニア）になっている
人が多く、転倒・骨折が危惧される。

○健康寿命延伸の具体策としての「三本の矢」

（1）社会参加の促進（各種イベントの開催等）
（2）運動習慣の定着（専門家の講演会等）
（3）生活習慣病の予防（減塩運動等）

※この３つは、厚生労働省が定めた「認知症施策推進大綱」
に記載されている

○各種イベントについては、各地区へ出向いて開催する方向で進めている
※カラオケ、ダーツ、講演会など

○塚原健康だよりの発行（月1回：自治会長を通じ全戸に回覧）
※健康増進に関する情報や取組事例、イベントの案内、ガン・生活習慣病の

予防食材の紹介等を記載

・健康寿命の延伸を最大のミッション
として活動する。

・地域住民の繋がりを重視すると共に
楽しみのある機会を多く作り、地域
全体を明るく元気にする。

社会参加の促進

生活習慣病の予防

●

(34.4％)



平成30年にスタートした塚原地域支え合い事業は、「健康寿命

をいかに延ばすか」を最大のテーマ（目的）とし、地域全体を明る

く元気にすることをコンセプトとして一生懸命取り組んできました。

各種イベントの開催については、自治会及び老人クラブとも連携

し、特に介護予防に関する専門家（市民病院副院長）の講演会には

大変多く参加いただき好評でした。

今後、我々スタッフが各地区の公民館へ出向いてイベントを行う

など、一人でも多く参加できるような方法を取り入れ、皆さんの笑

顔が少しでも多くみられるように頑張っていきたいと思います。

新湊西地域包括支援センター

TEL：0766-83-7171 FAX:0766-82-8283

所在地：射水市朴木211-1（特別養護老人ホーム射水万葉苑内）

射水市地域福祉課

TEL：0766-51-6625 FAX:0766-51-6657

所在地：射水市新開発410番地1

塚 原

塚原地域支え合い事業
第三層生活支援コーディネーター 白山一男

← 射水市公式LINE
アカウント

← 過去のかわら版は
こちら


